
※先導的ユーザーとは：

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/jigyo/femtech/index.html 公社　フェムテック

女性の健康課題を解決する

製品開発から販路開拓までの
必要な経費を助成します！

2つのフェーズで実用化から普及促進までを一貫支援

詳細は募集要項・ホームページをご覧ください

女性活躍のためのフェムテック開発支援・普及促進事業

６月15日
～30日 １７時火

月

令和８年

つの申請テーマ6

月 経

婦人科系疾患等

月経前症候群（ＰＭＳ）オン
ライン処方、布ナプキン、
経血ショーツ、月経カップ
等の生理関連製品 等

乳がん術後用シリコンパッ
ド、患者のQOL向上のため
の衣料品、婦人科系疾患等
に関する医療プログラム 等

ヘルスリテラシー

産後ケア

女性に特化した健康管理
アプリ、企業向けのフェム
テック福利厚生サービス 
等

授乳サポート製品、骨盤
ケア製品、ホルモン検査
による健康管理 等

妊娠・不妊
不妊治療用医療機器、不妊
治療可視化アプリ、妊娠・不
妊に関する医療プログラム、
排卵日測定デバイス 等

更年期
ホットフラッシュによる辛さ
を軽減する衣料品、閉経の
遠隔医療、尿漏れ改善のた
めのトレーニング機器 等

●令和８年６月1日において、東京都内に登記薄上の本店又は支店を有し、実質的に1年以上事業活動を行っている中小企業者（会社及び個人事業者）等
●都内で創業を具体的に計画している個人　●都内中小企業団体等

開発・改良、試作品の広報に要する経費 先導的ユーザーへの
導入費

展示会等参加費・広告費

・原材料及び副資材費
・機械装置及び工具器具費
・委託・外注費
・産業財産権出願･導入費

・専門家指導費
・直接人件費
・展示会等参加費
・広告費

・原材料及び副資材費
・機械装置及び工具器具費
・委託・外注費
・直接人件費

・展示会等参加費
・広告費

令和8年11月1日から
令和10年7月31日（最長1年9ヶ月） 開発・改良フェーズ完了後から1年以内

2,000万円 200万円 150万円
１／２以内

助成対象者

開発・改良フェーズフェーズ

支援内容

対象期間

助成限度額

助成率

普及促進フェーズ

開発・改良フェーズで実用化した製品を導入することで、
対外的な評価や信頼性の向上につながり、以後の普及に好影響を与えることが想定されるユーザー

電子申請期間

１／２以内２／３以内

対象経費
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企画管理部 助成課 フェムテック事業担当

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町3－3 大東ビル4階
TEL ： 03-3251-7894（受付時間 ： 平日9：00～12:00・13:00～17:00）
E-mail ： femtech@tokyo-kosha.or.jp

お問い合わせ先

普及促進フェーズ開発・改良フェーズ

製品等の
新規開発・改良

先導的ユーザーへの導入

展示会への出展

広告の実施

助
成
金
支
払
い

開発・改良フェーズ1

製品等の
新規開発・改良

助
成
金
支
払
い

助
成
金
支
払
い
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本助成事業の範囲

申請から助成事業開始までの流れ

または     のどちらかを選択して申請1 2

国の審査によりID発行まで時間がかかるため、余裕をもって準備してください。
https://gbiz-id.go.jp/top/

申請書類の作成 募集要項、申請書等は事業ホームページよりダウンロードしてください。
https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/
josei/jigyo/femtech/index.html

一次審査（書類）：～8月下旬

二次審査（面接）：～9月中旬

助成対象者決定：～10月下旬

助成事業開始　令和8年11月1日～

電子申請期間：令和８年６月15日（月）～30日（火）　17時厳守

STEP

2


